
 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 11 日（土）10 時～16 時、メルカ 

つきまち 5 階ホールで平和のつどい LaLa 

ピース Daｙがララコープ主催で開催されま 

す。被災協・被爆二世の会・長崎は後援をし 

ています。 

ステージ企画では 13 時から音楽演奏、そ 

して田中重光・被災協会長の講演、アップダ 

ウンの原爆劇「希望の鐘」が上演されます。 

8 月 3 日の被災協と二世の会共催の 80 年 

集会に参加できなかった方はぜひご参加くだ 

さい。アップダウンの原爆劇を観ることがで 

きます。 

ノーベル平和賞のレプリカメダル、賞状が 

展示されます。参加費は無料です。 

二世の会の活動紹介の展示もありますので 

二世の会会員の皆さん、会場におでかけくだ 

さい。 

 

ながさきピース文化祭で採択を受け、２日間無料で諫早市の干拓の里で

10 月 11 日平和のつどい LaLa ピース Day 

10 月 12 日、13 日「PEACE FES ISAHAYA」 
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「PEACE FES ISAHAYA」が開催され 

ます。この干拓の里は戦時中、特攻の 

練習飛行場だったところです。 

「平和賛成」をキャッチフレーズに開 

催されます。 

被爆体験を語り部の城臺美弥子さん 

山川剛さんに語っていただきます。 

そして音楽は V ファーレンの応援歌 

を歌っている FUNKIST 染谷西郷、広 

島からは被爆三世のアーティスト Metis、 

長崎から被爆二世のタツマキなどが出 

演します。 

 お近くの方はぜひご参加ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 月 12 日（日）「被爆二世、三世学習会」 

 

長崎の原爆の放射線について基

礎的なことから学ぶ学習会を「被爆

二世・三世全国連絡会」と「被災協・

被爆二世の会・長崎」の主催で開催

します。 

私たち二世が二世、三世の健康や

医療の問題、核兵器廃絶を考えるヒ

ントになるのではないでしょうか。   

これまで核兵器廃絶の活動、被爆者

を支える運動など、いつも被爆者を

支えてこられた大矢先生に話して

いただきます。 

被災協地下講堂で 13 時半～ 

15 時半、資料代は 500 円です。 

 



 

                           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 月 15 日（土）花植えに参加を 

8 月３日（日）被爆８０年記念のつどい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

年 2 回行っている浦上川緑地帯で

の慰霊の花植えを 11 月 15 日（土）

午前 9 時～11 時、チューリップの球

根を植えます。 

高校生や大学生など若い人たちに

も協力を呼びかけます。被爆者と二

世、三世、学生たちで一緒に平和の話

をしながらの作業です。 

場所はビッグ N スタジアムの正面

二世、三世の会員の皆さん、ぜひお参

加ください。場所はビッグ N すたじ 

 

 

 

被爆８０年記念のつどいを被災

協と二世の会・長崎が共催で行いま

した。企画、運営は二世の会で、平

和を歌い、若い人達に人気があるア

ーティストたちに呼びかけました。

メインは芸人のアップダウンの原

爆劇でした。 

また長崎県立北高校学芸部に依

頼し、高校生たちは松尾あつゆきの

原爆句集から自分たちで朗読劇を

創作し、発表しました。 

玄関の先の橋の下です。二世、三世の会員だけでなく、自由にご参加ください。 

「子どもたちの元気なダンスも良かった」「どれも良かった」と被爆者や観客

の方々に満足していただきました。また鎮西学院大学の学生たちがボランティア

でサポートしてくれました。会場は約 500 名の参加のため受付や案内係など大

忙しで、反省点はありますが、二世の会と高校生、大学生たちとのつながりを深

めた被爆 80 年の記念のつどいとなりました。 



 

 

 

8 月９日、爆心地公園で献花式 

被災協の被爆８０年記念誌完成 

長崎市民平和行進 10 月 25 日（土） 

被爆８０年、８月９日午前９時に爆心

地公園の中心碑前に二世の会・長崎の会

員など約２０名が集まりました。 

静岡県被団協代表団の二世 2 名と高

校生２名、東京から映画監督の熊谷博子

さん、壱岐市から兄妹の？？さん、二世

の会・諫早の会会員も参加しました。 

名前はあとで調べる    

山崎会長の挨拶のあと、静岡の清水さんが代表して中心碑へ花を捧げ、皆で黙とう

を行いました。激しい雨の中での献花式でしたが、平和への思いを新たにしました。 
 

 

被災協では被爆８０年記念誌を作成し、市内、県内の学校、図書

館などに贈呈しました。被爆者の証言を掘り起こし、また平和活

動やさまざまな戦争体験の証言を掲載しました。 

編集委員会は被災協の溝浦勝副会長、中元事務局次長がリーダ

ーとなり、19 回の会議に二世の会・長崎の大越、佐藤、山口、柿

田、二世の会・諫早から辻、阿部が取り組みました。 

1 冊 3,000 円です。お申し込みは被災協まで 電話 844-0958 

 

 長崎市の主催で 10 月 25 日（土）午前 10 時から長崎市民平和大行進が開催され

ます。平和記念像の前で鈴木市長挨拶や中学生らの演奏のあと、爆心地公園まで歩き

ます。 

11 時 2 分に黙とうを行い、終結式のあと 11 時半に終了します。 

ご都合のつく方は平和記念像の前の被災協の緑の旗のもとに 

集まり、二世の会会員、被爆者、市民、子どもたちと歩きましょう。 
 


